
【２０１７年９月分】 
 

 
 
 
 
【安全情報９月分】当地報道より、殺人、強盗事件や自然災害など、先月９月に報じられ

た皆様の安全に係わる情報の概要をお知らせしています。 
 
  
●サンホセ県 
「貧民街で銃撃戦、４９歳男性が重体」（銃撃事件） 

 ９月１日夜、ゴイコエチェア市の貧民街で銃撃戦が起きた。この銃撃戦で４９歳男性が重体、４人が

逮捕された。 

 

「１９歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月５日午前１時３０分、アラフエリータ市で１９歳男性が恋人を連れバーに入ったところ、女性の

元恋人が店内にいて口論となった。そのまま店の外に出て元恋人の男性が銃撃し、１９歳男性は死亡し

た。 

 

「恐喝・強盗犯逮捕」 

 ９月５日、サンホセ市平和公園で１７時以降に恐喝・強盗を繰り返しおこなっていた１７歳、１６歳、

１４歳の３人を逮捕した。 

 

「ＡＴＭ強奪未遂」 

 ９月１０日午前５時００分頃、サンホセ市アティージョのショッピングセンターで、４人組の男がＡ

ＴＭ強奪を試みたが、ＡＴＭを動かすことが出来ず未遂に終わった。 

 

「２５歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月１４日午後０時０５分、サンホセ市バリオキューバの床屋で２５歳男性が散髪をしていたところ、

バイクに乗ってきた２人組に銃撃され、銃弾を５発受け死亡した。死亡した男性には、強盗の前科があ

った。 

 

 

●リモン県 

「１８歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月３日午後６時３０分、マティーナ市で１８歳男性が友人と道で話をしていたところ、ある男性が

近付いてきて突然銃撃された。１８歳男性は死亡し、犯人は逃走した。 



「２０歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月７日午後９時５０分、ポコシ市のピザ屋にオートバイ２台に乗った４人組が強盗に入り、従業員

と客から所持品を奪った。レジ係をしていたこの店のオーナーの息子２０歳が抵抗したため、銃で殺害

された。 

 

「２３歳男性、刃物で殺害」（殺人事件） 

 ９月１４日午前１時００分、カウイータ市で２３歳男性宅に、２０歳男性がやって来て刃物で胸を刺

し殺害した。報復による犯行だった。 

 

 

●アラフエラ県 

「３５歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月１２日朝、サンラファエル市で３５歳男性が道を歩いていたところ、車が近付いてきて銃撃され

死亡した。男性には前科があった。 

 

 

●エレディア県 

主要事件の報道はなし。 

 

 

●カルタゴ県 

「警官が２名襲われ、拳銃、防弾チョッキ盗られる」（強盗事件） 

 ９月１５日午後９時００分頃、ラウニオン市で２０人のグループに警官２名が襲われ、拳銃・携帯・

防弾チョッキを盗られた。 

 

「２５歳女性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月１８日午後１時００分頃、パライソ市で３人乗車している車が銃撃された。この銃撃を受け、乗

っていた２０歳女性が死亡、２５歳男性が怪我を負った。２５歳男性には、麻薬の前科があった。 

 

 

●プンタレナス県 

「３６歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月２日午後４時２０分、ガラピート市エルドゥーラ海岸で３６歳男性がビーチのイスに座って休ん

でいたところ、突然男性１人がやって来て３６歳男性に向け発砲した。撃たれた男性は死亡、犯人は逃

走した。 

 

 

 



●グアナカステ県 

「５１歳男性、ケンカの仲裁に入り死亡」（殺人事件） 

 ９月９日午後１１時００分、リベリア市のバーで客同士のケンカが起きた。５１歳男性が仲裁に入っ

たが、ケンカをしている２人に刃物で刺され殺害された。２人は駆けつけた警官に逮捕された。 

 

「３０歳・２５歳男性、銃撃され死亡」（殺人事件） 

 ９月１４日午後７時００分、カリージョ市で３０歳と２５歳の男性２名が手を縛られ、口を塞がれた

状態で銃撃され殺害された。麻薬グループの抗争で殺害されたとみられている。 

以上 
 
 
 

◆ 大使館では皆さまからの情報提供をお待ちしています。◆ 
ＴＥＬ： （５０６）２２３２－１２５５   ＦＡＸ： （５０６）２２３１－３１４０ 

E-mail：japon-consulado@sj.mofa.go.jp（大使館領事班） 
または tadashi.washio@mofa.go.jp（鷲尾）まで 


